
RESEARCH ARTICLES Nature of Kagoshima Vol. 52

145

Abstract
Canavalia rosea (Sw.) DC. is a pan-tropical coastal 

species. In Japan, the distribution of this species has 
been known in the Yaeyama Islands and the Miyako 
Islands located in the southern Ryukyu Islands. Seeds 
of both C. rosea and C. lineata are drifted on the 
Japanese mainland. The differences between the seeds 
of these species were clarified and the localities of the 
drift seeds of C. rosea were shown. The distribution of 
the species was illustrated including the new localities. 
The distribution area is expanded to the north by sea 
dispersal. This may be due to the global warming.

はじめに
海流散布によって熱帯・亜熱帯起源の植物の

散布体が日本本土に漂着し，発芽していることや，
定着し分布圏が拡大していることがいくつかのヒ
ルガオ科植物で記録されてきた（中西 1987, 2021, 

2024）．マメ科植物でもハマアズキやナガバハマ
ササゲで知られている（中西 2025）．

マメ科ナタマメ属（Canavalia）の植物は日本
にはハマナタマメ C. lineata (Thunb.) DC., タカナ
タマメ C. cathartica Thouars，ナガミハマナタマ
メ（ナンカイハマナタマメ）C. rosea (Sw.) DC. の
3 種が分布し，ハマナタマメとナガミハマナタマ
メは海岸に（中西 2018），タカナタマメは沿岸部
に生育する（初島 1971）．ハマナタマメは主に暖
温帯に生育し，開花・結実する繁殖圏の北限は日
本海側では島根半島，太平洋側では房総半島であ
るが（中西 1987），漂着発芽個体は日本海側では
山形県，太平洋側では茨城県まで知られていた（中

西 1987）．しかし，最近になって越冬個体が，能
登半島で発見されたり（中西 2019），漂着種子由
来の発芽個体は日本海側では青森県で発見されて
いる（中西 2016）．

ナガミハマナタマメは世界の熱帯・亜熱帯に
広く分布し（POWO 2025），汎熱帯海岸種である．
日本に分布していることが知られたのは比較的最
近のことである．北村・村田（1961），大井（1965），
初島（1971）などはハマナタマメだけを記載して
いたが，初島（1978）がナガミハマナタマメを日
本で初めて宮古島，西表島，波照間島から記録し
た．その後も，大橋（1982）や初島・天野（1994）
は，最初に初島（1978）が記録した 3 島だけをあ
げている．しかし，大橋（2016）は八重山諸島と
宮古諸島を，中西（2018）は八重山諸島と沖縄本
島をあげている．

ナガミハマナタマメも，ハマナタマメと同じよ
うに，漂着発芽個体や繁殖圏の分布が拡大してい
ると考えられる．そこでナガミハマナタマメにつ
いて，種子の特徴を記述すると共に，日本本土に
おける漂着種子の分布と，開花・結実個体の新産
地を含む日本の分布を記録し，本種が海流散布に
よって分布拡大していることを明らかにしたい．

方　法
海流散布の 1 つの証拠として，分布圏を越え

て漂着するナガミハマナタマメをについて調べ
た．種子の特徴を明らかにするために，ナガミハ
マナタマメは沖縄県石垣市から採集した 10 個，
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宮古島市から採集した 20 個，計 30 個，ハマナタ
マメは長崎県長崎市，西海市，平戸市で採集した
各 10 個ずつ，計 30 個について，長さ（長径），
幅（短径），厚さ，ヘソの長さについてノギスを使っ
て測定すると共に，長さに対するヘソの長さの割
合を求め，比較した．ナガミハマナタマメの漂着
種子については，福岡県西部，佐賀県，長崎県，
熊本県天草諸島の九州西部において，調査した資
料を用いて，漂着地点を示した．日本におけるナ
ガミハマナタマメの繁殖個体の分布については，
新産地も含めてこれまで筆者らが確認した地点に
基づき分布図を作成した．

結果及び考察
海流散布と漂着種子　ナガミハマナタマメが海

流散布することは古くから知られ（Guppy 1917, 
Ridley 1930），Nakanishi (1988) は，海水に浸けな
かったもの，1 カ月間海水に浮かせたもの，2 カ
月間海水に浮かせたもの，それぞれの発芽率は変

わらなかったことを報告している．したがって，
本種がハマナタマメと同様に海流で散布されると
考えられる．日本本土にはハマナタマメとナガミ
ハマナタマメの両種の種子が漂着している（林
2024，中西・山本 2024，徳島県立博物館 2024）．
両種の種子の大きさの比較を Table 1 に示した．
両種の種子の違いは，ヘソの長さとみなされ，大
橋（2016）はナガミハマナタマメが 7 mm 以下で
あるが，ハマナタマメは 9 mm 以上であるとして
いるし，中西・山本（2024）は漂着種子に基づい
てナガミハマナタマメが約 8 mm であるが，ハマ
ナタマメは 12–13 mm であるとしている．今回の
結果ではナガミハマナタマメ，ハマナタマメのヘ
ソの長さの平均は，それぞれ 8.2 mm，11.3 mm で
あった．また，種子の大きさが違っており，種子
の長さ，幅，厚さが，それぞれナガミハマナタマ
メよりハマナタマメの方が 1 mm 大きかった．し
かし，大きさは変異があり，それだけで種子の同
定はできない．また，種子の長さに対するヘソの
長さの割合が，ナガミハマナタマメが平均 58.4％
であるが，ハマナタマメは 75.9％であり，ナガミ
ハマナタマメのヘソは明らかに短く見える．また
種子の色は結実してからの年数によって変化する
が，漂着したものの多くはナガミハマナタマメが
黒紫色から茶褐色，ハマナタマメは黄土色である．

以上のようにナガミハマナタマメとハマナタ
マメは 1 つの形質だけで明確に区分できないもの
もあり，ヘソの長さや種子の長さに対するヘソの

Fig 1. Distribution of Canavalia rosea drift seeds.

Fig.2. Distribution of producing individuals of Canavalia rosea.

Characters C. rosea C. lineata
Length, l (mm) 14.0±0.8 15.0±0.9

(12.0–15.6) (13.5–16.6)
Breadth (mm) 9.6±0.7 10.6±0.8

(7.5–11.0) (9.5–12.0)
Thickness (mm) 8.4±0.9 9.4±0.7

(6.5–10.2) (8.1–10.8)
Hilum length, h (mm) 8.2±0.8 11.3±1.0

(7.0–9.5) (9.4–14.0)
h/l × 100 (%) 58.4±5.9 75.9±6.7

(51.7–68.7) (65.2–89.7)

Table 1. Comparison of seeds of Canavalia rosea and C. lineata 
(n=30, mean±SD, range in parenthesis)
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割合，種子の大きさなどから総合的に判断する必
要がある．

ナガミハマナタマメの本土における漂着種子
は Fig. 1 のように愛知，福井，高知，山口，長崎
の各県で記録されている．ナガミハマナタマメの
種子は，漂着散布体としては小さいので，漂着し
ていても気づかれないと思われ，黒潮あるいは対
馬暖流の影響を受ける地域の海岸には漂着してい
るものと考えられる．したがって，漂着種子由来
の発芽個体も本土で見られると思われるが，葉だ
けではハマナタマメとの区別が難しく，その分布
は不明である．
日本における分布と新産地　これまで筆者ら

が確認したナガミハマナタマメの分布地点を Fig. 

2 に示した．八重山諸島や宮古諸島では海浜にや
やふつうに見られ，しばしばグンバイヒルガオ

（Ipomoea pes-caprae (L.) Sweet）帯の内陸側に優
占群落が見られる．沖縄本島ではまれで，南城市
百名ビ ― チおよび国頭村辺戸名で確認している．
しかし，これまで鹿児島県からは記録されておら
ず（初島 1986，2004），堀田（2013）や田畑（2023）

の奄美群島植物目録にも記録はない．今回新たに
鹿児島県の以下に示した 2 カ所に生育しているこ
とを発見した．
　沖永良部島和泊町内喜名　生育地はグンバイヒ
ルガオ，スナヅル（Cassytha filiformis L.），ハマ
ゴウ（Vitex rotundifolia L.f.）などと共に，ナガミ
ハマナタマメはおよそ 10 × 15 ｍの範囲に群生し
ており，植被率はほぼ 100％であった（Fig. 3）．
発見した 2024 年 12 月 1 日の時点で，ナガミハマ
ナタマメは緑色の果実が多く見られ，花もわずか
に咲いていた．
徳之島徳之島町金見長浜　2025 年 11 月 3 日に，

後浜の部分に，ナガミハマナタマメと思われる個
体が 5 株以上見られた．うち 2 株は茎の長さが
4–5 ｍで，花と若い果実をつけていたので（Fig. 4），
本種と同定できた．いずれも漂着種子由来のサキ
シ マ ハ マ ボ ウ（Thespesia populnea (L.) Sol. ex 

Correa），オオハマボウ（Hibiscus tiliaceus L.），ミ
フクラギ（Cerbera manghas L.），クロイワザサ

（Thuarea involuta (G. Foret.) R.Br. ex Sm.），アダン
（Panudanus tectorius Parkinson），キバナハマヒル

Fig. 3. Canavalia rosea in Okinoerabu Island, Kagoshima Prefecture.
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ガオ（Ipomoea violacea L.）などの若い個体がま
ばらに生育していた．2025 年は本島へは台風が
１度も襲来しておらず，これらの海流散布植物が
多く生育していたものと思われる．　　

ナガミハマナタマメも海流散布により分布を
拡大しており，ハマナタマメと同じように，その
原因は温暖化によるものと思われる．
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